
カグラ���

ふじあく�正�なところ、まだカグラで良く

なった�という��が�なくて。デイや�来

で��されている��は、どういったところ

で�果を�じたりされているのかお�きした

いです。

��ハートネット��傷性てんかんの�で1年
くらい⾒ていますが、はじめは体�失�など

が�くて⽇常⽣活でも�助量が�かったんで

すけど、��は�助なしでロフスト�⾏がで

きるようになっています。半年�上かかった

んですが、�1回でも�果としては⼗��れて
いると思います。

ふじあく���が�い�でも��が�せるっ

ていう�⾒をお�きできると、�気が�いて

くるって�じがします。

 mediVRカグラをご活⽤頂いている����
の��と�流の��を作りたい�という想いか

ら��した「カグラ���」。積�的にカグラ

をご活⽤頂いている７��にお声がけをし、20
�を超える先⽣�にご��頂きました。

 �回は��内でのカグラの活⽤��について

�⾒��を⾏いました。

�1回カグラ���開��
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 �療技�についての�題

��ハートネット����の�にはどうやって

使ってますか��

沼⽥���ゴーグルのかぶせ�や、�った時の

��を���く��するようにしています。ま

た、�った��で�否のある�はそのまま�理

やりやってしまうと、その�の��⽣活にも�

�が�ることもあるので、�がる�は�理やり

��しないようにしています。

mediVR��知の�題��で⼀�⼤切なこと
は、相⼿に負荷をかけ�ぎないことなんです

よ。その��のひとつとして、��しなくても

気づけるようにするという�味で的を⼤きくす

る、ということなんですよ。�す�向とか、声

掛けとかも同じで、相⼿に�えさせる負担を減

らすということをすれば、�構うまくいくこと

が�いと思います。

“高次脳や認知のある人への使い方”

“慢性期の方への治療効果について”

�来と��での�⽤

��ハートネット��⾎���の�であった

り、失�の�に�しては�1回でも�果が�や
すいなと�じてます。あとTHAの�も、左右
に重�が乗りやすくなって��が�わりやすい

ですね。

�稜��来で�⽤されてる場�は、算�上�⽇

�などがあると思いますが、どうやって算�を

されていますか�

��ハートネット�当�は13単�の枠内でやっ
ています。�のところ13単�でやっていても�
果がみられています。

�稜���保�を使っている�に�しては、こ

れからどうしていくか�えないといけないです

よね。そういう�には��療��が使えると思

っているんですけど。

��ハートネット�そうですね、そういう�に

は��療��を使うのもありかと思います。

“外来での運用はどのようにしているか”

�野���うちは�性期��なんですけど、リ

ハビリ⽬的で地域�括ケア��に��してもら

ってリハ��をやっています。

mediVR�カグラ⽬的での��ですか�

�野���はい。2�間��してもらって、�
常のリハとカグラを併⽤してやる、という�じ

です。来た⽇と��⽇に�価をして、どれくら

い��があったのかを�価しています。

mediVR�カグラ��の�者さんはどうやって
�めたんですか��

�野�����デイサービスとかではちょっと

物⾜りない�とか、在宅で⽣活しているけど、

ちょっと��の�い�とかで、�来に�ってい

る�たちを���内科の先⽣から声をかけても

らって、カグラ��に��しています。��ま

でいかないけどちょっとカグラをやってみた

い、という�もリハ�来に来てもらうこともあ

ります。

“カグラ目的のリハビリ入院について”

����（順不同）

���立尼����療センター

��ハートネット��

沼⽥����科���科��

�稜リハビリテーション��

コミュニティホスピタル甲賀��

ふじあく��

�野����

��間のつながりの��

 �回は�めて�を�わせるメンバーというこ

とで、お�いの��の�⽤��についての情�

��を中�に⾏いました。その中で��間でお

�いに�流を�めていこうという�がいくつも

ありました。

 例えば、⼩児リハを⾏っている��同⼠で

は、すでにカグラを⼩児リハに活⽤している�

�から、活⽤を��している��にむけての情

�提供などの�がりを作ることが�来ました。

 また、同じ�内にある��間では��から在

宅に�⾏してもシームレスにカグラが利⽤でき

るよう、「�者の��ができるといいですね」

という�もありました。

 さらに、��は⾃�での��を�える��も

�く、すでに⾃�リハビリを�開している��

にもっと�を�いてみたいというお声も頂きま

した。

 �回の�たな��間のつながりを⽣かして、

それぞれの��に有�な情�を��したり、お

�り事を共有して�決できるような場として、

��も���を活⽤して頂きたいと思います。

“お互いに連携してより良い治療を”


